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保健福祉部指定管理候補者の選定結果について

１ 申請団体名及び選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

総合福祉センター 社会福祉法人徳島県社会福祉事業団 指定管理候補者

（選定理由）

当該団体は、当施設の設置目的を的確に理解しており、社会福祉に携わる者に連携可能な場を
提供し、福祉の活動の場の拠点、地域の防災拠点として、社会福祉の発展に寄与することが期待
できる。
また、福祉講座の開催、地域福祉の拠点施設として「子どもの明るい未来」をサポートするこ

とを目的とした事業などの自主事業への取り組み、安全管理の徹底、福祉団体や地域との連携等、
利用者サービスの向上が図られる具体的な提案がなされている。
経費面においては、委託業務の集約化と複数年契約の適用、不必要なエネルギー使用の抑制な

ど、具体的な経費削減策が提案されている。
これらのことから、当該団体は当施設の設置目的を適切に達成するとともに、適正な維持管理

運営が期待できる。

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

障がい者交流プラザ 社会福祉法人徳島県社会福祉事業団 指定管理候補者
（障がい者交流センター等）

（選定理由）

当該団体は、福祉施設の運営実績が豊富であり、視聴覚障がい者に対する支援においても、豊
富な経験と知識、技能を有していることから、障がい者等に配慮した適切な管理運営が期待でき
る。
また、障がい者自身が文化活動等の講師として活躍する場を提供、障がい者施設マルシェを開

催し「awanowaブランド」を普及するなどの取組や、バリアフリー図書の普及・啓発、ＩＣＴサポ
ーターと連携した講習会等の開催など、障がい者一人一人の個性とニーズに応じた事業提案がさ
れており、障がい者の自立と社会参加の促進、さらには共生社会の実現に寄与するものと認めら
れる。
これらのことから、当該団体は当施設の設置目的を適切に達成するとともに、適正な維持管理

運営が期待できる。

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

障がい者交流プラザ 岡田企画株式会社 指定管理候補者
（障がい者スポーツセンター）

（選定理由）

当該団体は、スポーツ施設の運営実績が豊富であり、スポーツに関する専門知識、実務経験が
豊富な職員を配置し、障がい特性を理解するための研修や勉強会を定期的に実施することとして
おり、質の高い障がい者スポーツ環境の提供が可能であるものと考えられる。
また、スタッフの増員及び障がい者スポーツ指導員等のライセンスを有する障がい者の方をア

ドバイザリースタッフとして雇用する等、運営の円滑化を図るなど、当事者の目線に立った管理
運営を行うことが伺われ評価できる。
さらに、引き続き、関係団体、施設利用者等で構成される「スポーツセンター運営協議会」を

設置するとともに、学識経験者等で構成される「第三者評価委員会」による評価システムを運用
することにより、一層、施設利用者のニーズを管理運営に的確に反映させることが期待できる。
これらのことから、当該団体は当施設の設置目的を適切に達成するとともに、適正な維持管理

運営が期待できる。



２ 選定委員会委員名簿

役 職 氏 名

徳島文理大学 教授 森泉 摩州子

徳島商工会議所副会頭 中 村 秀 美

公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク理事長 久 積 育 郎
公認会計士 真鍋 恵美子
保健福祉部副部長 日 下 浩 一

３ 選定の経緯

令和４年
７月１５日 第１回選定委員会（募集要項、選定要領、審査基準の決定等）

２０日 募集開始（募集要項の公表）
８月１０日～２６日 現地説明会
９月 ８日～２２日 申請書類受付

障がい者交流プラザ（障がい者スポーツセンター）再公募関連

１０月 ５日 再公募開始（募集要項の公表）
申請書類受付

１２日 現地説明会
１７日 申請書類受付終了

１０月２６日 第２回選定委員会
（応募内容等の審査、指定管理候補者（優秀者）の選定）

３１日 選定委員会からの選定結果報告書の受理

４ 選定委員会における選定結果

施 設 名 申 請 者 名 総合得点

総合福祉センター 社会福祉法人徳島県社会福祉事業団 適

障がい者交流プラザ 社会福祉法人徳島県社会福祉事業団 適
（障がい者交流センター等）
障がい者交流プラザ

岡田企画株式会社 適
（障がい者スポーツセンター）


